
　

こ
こ
ま
で
わ
か

た

松
尾
城

そ
の
二

　

今
回
は
松
尾
城
築
城
を
命
じ

た
藩
主
太
田
資
美
（
注
一
、
写
真
）

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
太
田
氏
の
家
系
は

清
和
天
皇
に
連
な
る
源
氏
の
血

筋
で
あ
り
、
由
緒
の
あ
る
家
柄
で

す
。

　

資
美
か
ら
数
え
て
15
代
前
の

当
主
が
有
名
な
太
田
道
灌
（
資

長
）に
あ
た
り
ま
す
。

　

道
灌
の
死
後
、
太
田
家
は
暫
く

低
迷
期
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
太
田
家
の
転
期
と
な
っ

た
の
が
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
国

で
す
。

　

家
康
は
先
祖
が
同
じ
源
氏
の

流
れ
を
汲
む
太
田
家
を
大
切
に

し
ま
し
た
。

　

道
灌
か
ら
数
え
て
四
代
後
の

重
正
の
妹
・
お
勝
は
、
兄
重
正
と

共
に
家
康
の
側
近
く
に
仕
え
、戦

に
も
家
康
に
付
き
従
っ
た
女
傑

で
し
た
。
後
に
家
康
の
側
室
に
な

り
、
女
子
を
生
み
ま
す
が
、
そ
の

子
は
早
死
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

憐
れ
ん
だ
家
康
は
、
お
勝
に
一

子
鶴
君
（
徳
川
頼
房
・
水
戸
家
の

始
祖
）の
養
育
係
を
命
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
お
勝
は
春
日
の
局
と
図

り
、
三
代
将
軍
家
光
の
即
位
に
尽

力
し
ま
し
た
。

　

お
勝
の
こ
の
よ
う
な
功
績
に

よ
り
、
甥
の
資
宗
は
後
に
大
名
に

取
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

そ
の
資
宗
が
大
名
に
な
る
前

に
、
参
陣
し
た
大
坂
夏
の
陣
の
功

績
で
最
初
に
与
え
ら
れ
た
所
領

の
一
つ
に
、上
総
武
射
郡（
現
在
の

山
武
市
の
一
部
）が
あ
り
ま
し
た
。

　

資
宗
は
そ
の
後
、
幕
府
の
役
職

に
付
く
と
と
も
に
、度
々
加
増（
領

土
を
増
や
す
こ
と
）
さ
れ
て
、
遠

州
・
掛
川
藩
（
現
在
の
静
岡
県
・

掛
川
市
一
体
）
五
万
三
千
五
石
の

領
主
と
な
り
ま
す
。（
資
宗
は
、
掛

川
藩
太
田
家
藩
祖
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
）

　

藩
祖
資
宗
か
ら
七
代
後
の
藩

主
・
資
美
が
15
歳
と
な
っ
た
、
明

治
元
年
（
一
八
六
八
）
新
政
府
に

よ
る
徳
川
家
の
遠
洲
転
封
に
伴

い
、
資
美
は
領
地
を
武
射
、
山
辺

両
郡
に
移
さ
れ
ま
す
。

　

資
美
は
、
藩
祖
・
資
宗
の
代
に

与
え
ら
れ
た
領
地
に
帰
っ
て
き

た
わ
け
で
す
。

　

明
治
二
年
、
資
美
は
武
射
郡
柴

山
村
（
現
芝
山
町
）
の
観
音
教
寺

（
通
称
、
芝
山
仁
王
尊
）に
仮
藩
庁

を
置
き
、
柴
山
藩
と
し
て
藩
政
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

資
美
は
藩
庁
建
設
地
の
選
定

作
業
を
進
め
、
八
田
・
大
堤
・
猿

尾
・
蕪
木
地
区
一
帯
の
台
地
上

を
適
地
と
定
め
て
、
松
尾
城
の
築

城
に
着
手
し
ま
す
。

　

松
尾
城
の
名
前
の
由
来
で
す

が
、
旧
領
地
掛
川
藩
時
代
の
居

城
・
掛
川
城
の
別
称
・
松
尾
城
に

由
来
し
ま
す
。
ま
た
資
美
の
藩
邸

の
置
か
れ
た
桔
梗
岡
の
名
前
も
、

太
田
氏
の
家
紋
「
丸
に
桔
梗
」（
注

二
、
写
真
）に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
三

年
十
一
月

に

は
、
藩

政
の
中
心

と
い
う
べ

き
藩
庁
及

び
資
美
の

藩
邸
が
完

成

し
、
移

転
作
業
の

す

え
、
明

治
四
年
正
月
、「
松
尾
藩
」
と
改
名

し
ま
し
た
。　

　

し
か
し
こ
の
時
点
で
ま
だ
城

下
全
体
は
工
事
途
上
で
し
た
。
そ

し
て
工
事
の
完
成
を
見
る
こ
と

は
、つ
い
に
無
か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
年
の
七
月
、
明
治
政
府
は

廃
藩
置
県
を
断
行
し
、
松
尾
藩
は

松
尾
県
と
な
り
ま
し
た
。

※

注
一

※注二 太田家の家紋「丸に桔梗」の鬼瓦

　

こ
の
時
、
松
尾
藩
知
藩
事
だ
っ

た
資
美
は
免
官
さ
れ
、
東
京
居
住

を
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。
資
美
の
芝

山
・
松
尾
藩
の
藩
政
は
、
こ
こ
に

終
わ
り
を
つ
げ
る
の
で
す
。

　

資
美
の
藩
政
は
四
年
間
と
い

う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
藩
校

「
教
養
館
」
の
設
置
の
他
、
厚
生
の

面
で
は
病
院
「
好
生
所
」
を
創
設

し
、
産
業
振
興
策
と
し
て
養
蚕
を

奨
励
し
、「
物
産
会
所
」
を
設
置
す

る
な
ど
善
政
を
敷
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幕
末
維
新
の
混
乱
期
に

あ
っ
て
統
率
の
と
れ
た
家
臣
団

を
有
し
た
松
尾
藩
は
地
域
の
治

安
維
持
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

　

東
京
に
移
っ
た
後
の
資
美
は
、

家
禄
の
一
部
を
旧
藩
士
に
贈
り
、

廃
業
後
の
生
活
を
援
助
す
る
と

と
も
に
、
慶
応
義
塾
設
立
に
も
関

与
す
る
な
ど
私
学
教
育
の
振
興

に
尽
力
し
、
大
正
二
年
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。
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